






























































































山田良政は 1868 年（慶応 4 年、のちに改元し













1889 年に入学し、 1890 年 1 月に卒業しておりま
す。水産関係の勉強をしたということで卒業後北
海道昆布会社というところに就職し、上海支社に













（霞山公）です。良政は 1900 年 5 月に開校した南
京の同文書院の教授兼舎監となっています。その








































































































り 19 I世紀から 20 世紀の初めにかけて）皇帝制の
明朝を復興するというのは時代錯誤だから、反清・
共和制の中華民国を作ろうということで彼等に働






































































5 月、南京同文書院に入学した第 1 期生です。兄























後 1900 年 6 月、上海の旭館という旅館で、兄良
政により孫文に紹介されています。






















































権を阻止したい。孫文は 1912 年 1 月に臨時大総
134 
統に就任しますけれども金が足りなくて、軍並び






































































月 8 日までに 1,000 万円の借款を日本から供与す
る約束を条件に、満洲租借を日本に認、めることを
応諾します。しかしながら 2 月 8 日になっても日
本側からの応諾の返事は来ません。結局この話は
実現せずに終わります。中国国内でも 2 月 12 日




















































































































































































































弾薬、兵具は日本と同式であるj さらに f 日本軍
人の中国政府の採用、政府への日本人の採用」。
これは 1915 年、先ほど藤田先生がおっしゃって















が起き、裳世凱政権が最終的に認めた 5 月 7 日と














































































を求めています。孫文は 1925 年 3 月 12 日、北京
の鉄獅子胡同の病院で亡くなるんですが、純三郎
は従弟の菊池良一、宮崎泊天の兄民蔵、萱野長知
らと共に孫文の臨終に立ち会っております。その
点からも孫文の信頼が厚かったことが見て取れる
と思います。これは孫文が生前「建国方略」とい
う自伝に書いているところですが、そこで以下の
ようなことを言っています。「それ革命のために
奔走して終始怠らない者は、山田兄弟（良政と純
三郎）、宮崎兄弟（民蔵と泊天）、菊池、萱野（長
知）等あり」。
まとめ
最後のまとめですけれども、孫文に信頼を得た
理由として、良政は大変短い間ですけれども孫文
の指導する中国草命に参加して恵州起義で一命を
捧げた。純三郎は革命に参加することによって私
利私益を図ることがない。辛亥草命のあとですけ
れども彼自ら満鉄を辞めようとしている。なぜか。
自分が満鉄の社員だと自分の行為の背後に満鉄が
あって、その意思のもとに動いていると思われる。
それは自分の本意ではない。しかし満鉄も懐が深
いんですが、「孫文の革命を支援するのは大変重
要な仕事だJ と言って、結局純三郎は最後まで満
鉄の禄を食んで革命を支援した。孫文を支援した
多くの日本人がいますが、三井物産や一部の軍人
や政治家は、草命参加の見返りに会社や国家とし
ての利権拡大、とりわけ日本国家としての利権拡
大を求めた。純三郎が結果的に日本国家の利権拡
大に関連している部分はあると私は思っており
ます。しかしながらそこはやはり孫文の革命支援
とのバランスを考えてやった。利権だけを求めな
かったということで彼が最後まで信頼を得たのだ
と思います。特に山田純三郎は日本人としての立
/38 
場を利用して、先ほど言いましたように f民国日
報J の社長になったり、あるいは日本との借款の
仲介役になったりして孫文の革命を支援した。こ
れらも敢えて言えばアジア主義ということになる
んだろうと思います。
それともう 1 つ、これは議論になるところかも
知れませんけれども、山田兄弟が草命運動に入る
パックボーンに儒学的、士践的モラルと言うか、
幕末の志士遥が国事周旋ということで大変一所懸
命やりました。あれと共通の精神構造がやはりあ
るのではないかと思います。今の日本人、特に若
者には全くないものですけれども。これを証拠ず
けるものとして以下の話を紹介して私のお話を終
えますが、山田純三郎が満鉄に勤めて撫順炭鉱の
石炭を三井物産に売る時に、三井の商売のやり方
を見て商売が嫌になったと言っています。たとえ
ば三井は石炭を売る時に、秤の上に足を置いて重
くして売るというようなことをやっている。それ
を見て自分はもう満鉄の社員としてそういうこと
をやりたくない。三井は非常に商いの道に長けて
いたわけだけれども、その三井も中国人に石炭を
売ると、今度は中国人の工場長なんかに「これは
粗悪品だ」とか「手抜きがある」とか突き上げら
れている。それが当時の状況だと言われています。
そういうことから見てやっぱり儒学的、士族的モ
ラルと言うか国事周旋と言うか、そういうことに
1 つの生きがいを考えている。それが各種の日本
の政策がアジアをそれほど侵略しない段階にうま
くマッチしていたのかなというふうに私は考えた
んです。
以上ちょっと長くなりましたけれども私のお話
とさせていただきます。どうもご情聴ありがとう
ございました。
［司会｝ ありがとうござし、ました。ただいまから
15 分間の休憩に入ります。休憩時間を利用しま
して山田兄弟と孫文の関係のスライドショーを行
ないます。
